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人口減少時代を迎え、日本の都市の多く
はさまざまな課題に直面しています。一方で
は、外国人観光客の増加、テレワークの普
及、地方創生など地域が独自の魅力をアピー
ルする機会も増えています。これまで以上に
都市やまちの再生に向き合うべきときを迎え
ています。
このような状況をふまえ、政策研究大学院 

大学では、2024年度に「まちづくり政策コー
ス」を創設しました。ここで重視しているの
は、検証に基づく政策立案、すなわち「EBPM

（Evidence Based Policy Making）」です。まちづくりは地域経済に大きく関わ
り、そこで暮らす人々の生活や環境を変えるものであり、その効果や影響を
十分に分析していくべき政策領域であることから、まちづくり政策について
EBPMを実践できる人材の育成に力を入れることとしました。

（EBPMの実践）
EBPMは、日本の政策決定に取り入れるべき重要なものですが、政策現場
ではまだ浸透していません。これは、EBPMをどのように実践するかが明確
でないからだと思われます。
「まちづくり政策コース」では、まちづくりに関連するさまざまな課題の横
串として、EBPMを位置づけています。まちづくりの諸政策を深く学ぶだけで
はなく、その政策に即して、EBPMを理論と実践の両面から学ぶことで、政策
現場で具体的に分析や効果測定が実行できるようになります。EBPMに関連
する教育プログラムは他大学にもありますが、このコースでは、豊富な事例
をもとに、EBPMに実際に携わってきた実務家教員から実践的に学べる新し
いタイプのコースです。

（未来のリーダーを育成する場）
本コースがもうひとつ重視しているのは、まちづくりに関わるリーダーの育
成です。コースは国・自治体の担当者や民間企業の社員、コンサルタント、
NPO法人の職員、建築士や不動産鑑定士など、さまざまな職種の方々を対
象にしています。また、多様な分野の教員から刺激を受けることができます。
地球環境問題、急速なデジタル化など複雑化する課題に直面するなかに
あって、自らの専門性を生かしつつ、全体の状況を俯瞰して個別課題を大局
の中でとらえて、統合的に解決策を探り、実行する力をもった未来のリー
ダーの育成を目指しています。

都市やまちの魅力を支えるのは人材です。いまほど、まちづくりのプロ
フェッショナルが求められているときはありません。都市とそこに暮らす人々
に新たな解決策を提供できる、統合力と突破力をもった未来のリーダーとな
る人材を養成すべく、教育をさらに充実させていきます。都市や時代の変
化・ニーズをとらえ、未来を切り開く意欲にあふれた方々が門をたたかれる
ことを期待します。

ごあいさつ



対象
国・地方自治体職員、独立行政法人職員、公共部門と連携する企業の職員、コンサルタント、不
動産鑑定士や建築士といった専門家、非営利組織職員等で、都市、住宅・建築のほか、環境、教
育、労働、福祉といった広くまちづくりに係る政策課題についてEBPMの実践に意欲のある方

1年間の
修士課程コース

❶  通常2年間の修士課程教育を1年間で行います。
❷  授業科目による必要単位の取得（30単位）と、ポリシー・ペーパー（修士論文）の
審査に合格することが修了要件です。

EBPM 実践能力の養成に向けた効果的なカリキュラムの提供
EBPMの実践能力を総合的に身につけるため、ミクロ経済学をベースに、計量経済学、費用便益分析等の分析・評価手法
を学ぶ科目、これらを用いた分析・評価事例や政策事例を学ぶ科目、分析・評価の結果を政策として実現するための法制
度に関する科目などを提供します。基礎から学べますので、職種・経験にかかわらず安心して学べます。

目指す人材像 まちづくりに関わる現実の様々な政策課題について、データや現地調査等のエビデンスを用
いた分析・評価を行い、その結果に基づいた政策立案（EBPM）ができる人材

まちづくり政策コースの概要

科目名

必修科目
（２単位）

研究技法基礎（ポリシー・ペーパーを作
成するために必要な技法を学ぶ）

コース指定科目
（１０単位）

都市政策の法律基礎、まちづくり政策事
例特論、ミクロ経済学Ⅱ、計量経済学の
応用と実践、費用便益分析の応用と実
践

選択必修科目
（８単位以上）

ミクロ経済学Ⅰ、マクロ経済学、計量経
済学、費用便益分析、政策過程論、行政
の改革・革新と政策評価、EBPM概論、
行政法の基礎、民法の基礎 ほか

選択科目

都市学の理論と実践、社会基盤整備の
PPP/PFI、インフラ政策特論、気象と災害、
災害対策各論Ⅱ、政府と市場、地方財政
論、経済シミュレーション分析、地方自
治と行政学、都市政策の空間分析、都市
政策演習 ほか

その他
英語で提供される科目の受講も可能
です。

春学期（4～ 7月）
●  コース指定科目や選択必修科目を中心に、多くの
授業を履修します。

●   ポリシー・ペーパーの企画の検討を開始します。

夏学期（8・9月）
●  引き続き多くの授業を履修します。
●  ポリシー・ペーパーの企画発表会を実施します。
●  指導教員を決定し、ポリシー・ペーパーの作成開始。
●  作成に必要なデータ収集、調査を進めます。

秋学期（10 ～ 1月）
●  多くの時間をポリシー・ペーパーの作成にあてま
す。

●   中間発表会や個別指導を通じて、内容を磨いて
いきます。

●   「地域活性化特論」では、まちづくりの現地を訪
問します。

冬学期（2・3月）
●  ポリシー・ペーパーの最終発表会を実施します。
●  ポリシー・ペーパーの最終版を仕上げます。
●  単位取得とポリシー・ペーパーの審査を経て学位
が授与されます。

カリキュラム & 1年の流れ



城所 幸弘
教授
ディレクター

金本 良嗣
客員教授
名誉教授

村川 奏支
教授
副ディレクター

細江 宣裕
教授　副学長
研究科長

専門分野

専門分野

専門分野
専門分野

費用便益分析
交通経済学
規制の経済学

都市・まちづくり
防災・危機管理

都市経済学
公共経済学
交通経済学

岡本 亮介
准教授

専門分野
都市経済学

後藤 潤
講師

専門分野
開発経済学
政治経済

数値計算経済モデル
経済シミュレーション
分析

若年母親への就学継続支援の費用便益分析

子ども・若者の支援や政策提言に関わる中
で、「限られた予算の中で意味のある支援をどう
実現するか」を考えるようになり、教育や福祉の
現場でも費用便益分析やEBPMの視点が必要だ
と感じて、GRIPSに入学しました。
経済学は未履修でしたし、「大学院・幼児の

子育て・仕事」の三つを両立するのは楽ではあり
ませんでした。でも、少人数環境で丁寧に指導いただき、実務に活かせる
分析手法や考え方を学ぶことができました。公共政策を学びたい方にとっ
て、中央省庁や自治体職員の方 と々ともに議論できるGRIPSは、国内にお
いて最も実践的な大学院の一つだと思います。NPOや民間の方、そして
「忙しいけど学びたい」女性の方にも、ぜひチャレンジしてほしいです！

NPO支援
政策アドボカシーコンサルタント田村 真菜

論文テーマ

国土交通省 大臣官房
技術調査課原 章仁

市街地再開発事業の事業成立性の向上に
資する費用便益分析の改善方策に関する研究

GRIPSの特徴として外国人留学生が
過半を占めており、数十の国の方と共に
学ぶ機会に恵まれるとともに、教諭陣
の手厚いバックアップの下、充実した環
境でコースごとに専門的な知見を学ぶ
ことができます。私自身もこの一年は
様々な経験を通して誰にも邪魔されず

に自己を成長させられる貴重な機会となり、政策立案のスキル
が一段上がったと感じています。入学を検討されている皆様にも
ぜひこの機会を活用してほしいと思います。

論文テーマ

小規模高低差が住宅市場に与える影響と
バンチング推定による被災リスク評価

GRIPSの「まちづくり政策コース」では、EBPM

（証拠に基づく政策立案）の考え方と、それを支
える統計・法制度・事例分析を体系的に学ぶこ
とができました。実務に携わる中で、「勘や経験
だけではなく、根拠を持って政策提案をしたい」
と感じていた私にとって、政策効果を定量的に
分析する手法を基礎から応用まで身につけられ

る点が、非常に魅力的でした。「まちづくり」という言葉は幅広く、抽象
的になりがちですが、本コースではそれを「実証」し、「説明」し、「実
現」する力を育ててくれます。政策の裏付けを持って提案し、説得力のあ
るまちづくりを行いたい方には、ぜひお勧めしたいコースです。

松戸市 都市再生部 
松戸駅周辺整備振興課菊池 航太

論文テーマ

ドローン配送サービス社会実装に関する研究

GRIPS在籍時は、全国から集まる同
期、優秀な先生方から少人数で受ける
ことができる講義体制、留学生と共に
過ごす日常生活、素晴らしい環境で学
ばせていただきました。
政策現場においてEBPMの考え方が

重視される今、政策について具体的に分
析や効果測定が実行できる手法を身に付けたことは自分の強み
として県政に活かしていきたいと思っています。また、GRIPSでの
人とのつながり、特に苦楽を共にした各自治体等の同期とのつな
がりは今後の大きな財産になると確信しています。

福島県 企画調整部 
復興・総合計画課坂本 大

論文テーマ

まちづくり政策コース 2024年度修了生の声

まちづくり政策コース　主な指導教員



・  宿泊観光施設整備事業における費用便益分析を用いた事前評価に
ついて

・  住宅の省エネ化に関する費用便益分析
・  小規模高低差が住宅市場に与える影響とバンチング推定による被
災リスク評価

・  ワンルーム条例が周辺地域に与える影響について
・  ドローン配送サービス社会実装に関する研究
・  若年母親への就学継続支援の費用便益分析
・  市街地再開発事業の事業成立性の向上に資する費用便益分析の
改善方策に関する研究

・ ヴィンテージマンション市場の計量分析
・ 「居心地がよく歩きたくなる」まちなかづくりが与える影響について

都市はいま、人口減少、激甚化・頻発化する自然災害等の様々な課題に直面しています。その
一方で、DXの進展、PLATEAU等のオープンデータの充実など、ソリューションに応える技術の発
展も著しく、社会課題の解決に向けた新たな政策を考え、実行することで、都市の質・価値の向
上に繋ぐことができる時代です。
まちづくり政策コースで、EBPMの実践的手法の学びを得るとともに、多様な人材が集まる

GRIPSの学習環境で得られる人との繋がりを築くことで、都市の質・価値向上を図る新しいまち
づくりを牽引する人材として活躍されることを期待します。

地震等の度重なる災害への対応、脱炭素社会の実現、深刻化する空き家問題など住宅政策を
巡る課題やニーズが日々変化する中で、迅速かつ的確な政策立案と実施が常に求められていま
す。そのためには、法律・経済・工学等の知識経験を持ち寄り、現状や課題を的確に把握し、対
策を提案できる能力を持つ人材育成が重要です。
国民一人ひとり豊かさを実感できる住生活の実現のため、まちづくり政策コースに官民問わず

意欲溢れる方々が参加され、EBPMを基礎から応用まで体系的に学び、政策づくりのエキスパー
トとしてのご活躍を期待します。

都市局長 内田 欽也

住宅局長 楠田 幹人

・  自動運転社会で地域交通がどう成り立つか
・  既存住宅市場で評価されている環境性能は何か
・  ふるさと納税制度の返礼割合規制による地方自治
体への影響

・  建築協定の穴抜け区域が与える影響分析
・  子供・若者支援の総合的な取り組みに関する考察
・  市街地外縁部における開発規制の導入による政
策効果に関する考察　

（以上2022 年度旧まちづくりプログラム）

（以上2024年度まちづくり政策コース）

● 中央省庁等
衆議院、参議院、会計検査院、国土交通省、内閣府、財務省、農林水産省、文部科学省、函館税関、東京税関、横浜税関、大阪税関 等

（旧まちづくりプログラム（2008～2022）の実績を含む）

● 地方自治体
秋田県、福島県、茨城県、埼玉県、東京都、神奈川県、山梨県、静岡県、石川県、岐阜県、和歌山県、京都府、奈良県、岡山県、島根県、高知

県、福岡県、長崎県、大分県、宮崎県、沖縄県、青森市、仙台市、水戸市、つくば市、坂東市、宇都宮市、高崎市、さいたま市、川越市、川口

市、本庄市、朝霞市、松戸市、四街道市、印西市、港区、台東区、中野区、杉並区、荒川区、練馬区、足立区、八王子市、横浜市、川崎市、海

老名市、富山市、高岡市、福井市、長野市、岐阜市、静岡市、京都市、堺市、神戸市、芦屋市、鳥取市、下関市、高松市、北九州市、長崎市、鹿

児島市 等

● 企業・法人等
独立行政法人住宅金融支援機構、独立行政法人都市再生機構、東日本旅客鉄道株式会社、日本貨物鉄道株式会社、東京都住宅供給公社、

清水建設株式会社、東京ガス株式会社、中国電力株式会社、第一法規株式会社、シャープ株式会社、特殊業務法人共生国際特許事務所、学

校法人立命館、財団法人地方自治情報センター、西武信用金庫、認定NPO法人フローレンス

修士論文テーマの例

学生の派遣元

まちづくり政策コースへの期待～国土交通省からの声



まちづくり政策コースの内容に関するお問い合わせは、
下記までお願いします。
国立大学法人　政策研究大学院大学
公共政策プログラム　まちづくり政策コース 
〒106-8677　東京都港区六本木7-22-1 
Tel: 03-6439-6197

入試についてのお問い合わせは、下記までお願いします。 
国立大学法人　政策研究大学院大学 
アドミッションズオフィス 
Email: admissions@grips.ac.jp

問い合わせ先

アクセス

青山霊園

日本学術会議

国立新美術館
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入試情報 学費

● 出願するための資格 ……  学士の学位を有するか、2026年3月末までに 

取得見込みの者等
● 選抜の方法 ……………… 第1次審査は書類選考、第2次審査は面接
● 入学者選抜の日程 ………  2026年度の入学生のための試験日程は、次の

とおりです。

第1回 第2回

出願受付期限 2025年10月10日（金） 2026年1月  9日（金）

第1次審査結果発表 2025年11月  6日（木） 2026年1月28日（水）

第2次審査
（面接）

2025年11月13日（木）
または14日（金）

2026年2月  5日（木）
または6日（金）

第2次審査結果発表 2025年11月26日（水） 2026年2月25日（水）

※ 詳細については「修士課程国内プログラム学生募集要項」を参照してください。
※  学生募集要項は本学のホームページ「入試案内-募集要項」（https://www.grips.ac.jp/jp/admissions/guidelines/）に掲載しています。

● 検定料 ………………………… 30,000円
● 入学料 ……………………… 282,000円
● 授業料（年額） …………… 642,960円

撮影：西川 公郎氏


